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	沖縄県
	久米島町
	貿易が盛んだった
	琉球王朝時代から、
	もっとも美しい島の
	ひとつとして、
	「球美の島」とも
	呼ばれた島のまち
	面積
	世帯
	人口
	63.65㎢
	3,907世帯
	6,862人
	2026年8月末時点

	久米島町の沿革
	2002(平成14)年4月1日に島の2つの村(具志川村・仲里村)が
	合併して町が誕生

	町内の教育機関
	包括連携協定
	小学校：5校 (353名)　中学校：2校 (184名)
	高等学校：公立1校
	2018年6月28日締結
	2026年5月1日時点

	見どころ
	久米島は、沖縄本島那覇市の西方約100kmの東シナ海に位置し、久米島本島および奥武島・オーハ島の有人離島・鳥島・硫黄鳥島などの無人島から構成されています。
	南東海岸部は、「日本の渚百選」に選ばれた「イーフビーチ」があり、東洋一といわれるサンゴでできた真っ白な砂とコバルトブルーの砂州の「ハテの浜」など美しい海浜地帯となっています。宇江城岳の山頂に築かれた宇江城城跡(うえぐすくじょうあと)は、沖縄県内に点在する「城跡(グスク)」の中では最も高い標高310mの位置に築かれた城で、築年代は琉球統一前のグスク時代(15世紀頃)と言われています。城跡からは久米島全体を見下ろすことができ、素晴らしい眺望が広がっています。

	イベント・レジャー

	エメラルドグリーンの海と、白い砂浜に囲まれたハテの浜など数々の美しい砂浜があり、海水浴やスノーケリングが楽しめます。周囲に広がる砂地にはサンゴの群生や色とりどりの魚が泳ぐ姿が見られます。また、久米島の近海では、親子で海遊するザトウクジラやジンベイザメ、イルカやマンタなども見ることができます。
	年間平均気温が20度を超える亜熱帯性気候で1年中あたたかい久米島では、年間を通してさまざまなイベントが行われています。
	人気のアクテビティ：シーカヤック、スノーケリング、ダイビング、エイサー体験、三線体験
	特産品
	太陽の光をたっぷり浴びて育ったビタミン豊富な果物、黒潮の流れる漁場から届く新鮮な海産物や海洋深層水を利用して育てた海産物などがあります。
	久米島紬、泡盛、熱帯果樹(マンゴー・パイナップルなど)、海洋深層水、車エビ、海ぶどう

	交通アクセス
	那覇⇒久米島(約30分)
	那覇⇒久米島(約3時間)

	宿泊
	リゾートホテルから民宿まで様々な宿泊オプションがあります。


	「観光」＆「サンゴ」
	久米島の歴史
	久米島の自然
	久米島の希少ないきもの
	包括連携協定締結の背景
	久米島町と本学の関係は、2008(平成20)年頃から、当時、経営学部所属の教授が久米島研究を始めた時から始まり、『久米島町観光振興計画』など観光ビジョンの策定や目標達成に向けた取り組みが続けられてきました。2018(平成30)年の包括連携協定締結後、地域創生をテーマとした観光学部の授業で久米島について学び、実際に現地に赴き現地調査を行ったうえで観光政策を提言する短期集中型の講座が開講されました。この他、芸術学部沖縄巡回公演が2000(平成12)年・2017(平成29)年に開催され、その際、久米島の町民との交流も実施されました。さらに、2022(令和4)年4月～2023(令和5)年3月には、農学部と観光学部が、LED電照栽培によるバニラビーンズ生産をケーススタディとして、久米島特産農産物の 6 次産業化の検討に関する研究を共同実施しました。
	玉川学園サンゴ研究部研修旅行
	コスモス祭 販売品 (2025年実績)
	2025(令和7)年度 主な交流活動

	久米島町役場ホームページ
	久米島町観光協会ホームページ


